
日本共産党三浦半島地区委員会は2011年4月２4日投票で行われる葉山町議会議員選挙に、現職の近藤昇一、

新人のくぼたみきを公認し、現有議席確保を目指すことを発表しました。
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私
を
育
て
て
く
れ
た
葉
山

は
、
心
か
ら
愛
せ
る
町
で
す
。

葉
山
町
は
、
海
、
山
の
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
、
そ
の
環

境
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
10
年
間
、

介
護
の
現
場
で
働
き
、
福
祉

行
政
の
問
題
も
感
じ
て
き
ま

し
た
。
町
議
の
父
が
日
々
町

民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
相
談
の

解
決
に
奔
走
す
る
姿
を
み
て

信
頼
も
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
そ
の
活
動
を
受
け

継
ぎ
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の

目
線
で
働
く
決
意
を
し
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
支
援
を
心
か

ら
お
願
い
致
し
ま
す
。

窪田美樹

町民に心を寄せる
身近な相談役として
バトンタッチ 近

藤
昇
一

く
ぼ
た
み
き

●日本共産党の見解を紹介します

くらしと環境にやさしい町政を
建設的提案で議会をリードする日本共産党の２議席確保に、みなさんのご支援をお願いします。

日
頃
の
議
員
活
動
を
支
え

て
下
さ
っ
た
皆
様
の
お
力
添

え
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
12
年
前
に
２
議
席

を
与
え
て
い
た
だ
き
、
40
件

の
議
員
提
案
、
年
６
回
の
総

括
・
一
般
質
問
も
欠
か
さ
ず

行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
、
葉
山
町
は
、
長
年
の

保
守
町
政
が
終
わ
り
、
転
換

期
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ご

み
問
題
な
ど
の
重
要
な
課
題

も
山
積
で
す
。
経
験
を
生
か

し
、
解
決
に
あ
た
り
ま
す
。

皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
支

援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

介
護
福
祉
士
の

経
験
を
い
か
し

町
民
と
心
の
通
う

福
祉
を
め
ざ
し
ま
す

刷
新
さ
れ
た
町
政
の

転
換
期
に
あ
っ
て

古
い
体
質
の
議
会
を

大
き
く
改
革
し
ま
す

日
ご
ろ
か
ら
、
皆
様
の
ご
支
援
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

初
当
選
以
来
３
期
12
年
間
、
２
名
の
議
員
団
の
力
で
、

皆
様
の
ご
要
望
を
実
現
す
る
た
め
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
体
力
的
な
こ
と
か
ら
、
若
い
力
、
娘
の
窪
田

美
樹
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

美
樹
は
、
町
内
の
介
護
施
設
で
働
き
、
弱
い
人
の
立
場

を
肌
で
感
じ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
町
民
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
葉

山
に
す
る
た
め
、
全
力
を
挙
げ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
倍
す
る
皆
様
の
お
力
添
え
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

町
会
議
員

阿
部

勝
雄



日
本
共
産
党
町
会
議
員
団
は
、
議
案
提
案
権
の
あ
る
複
数
議
席
を
力
に
、
町
政
の
監
視
役
と
し

て
、
ま
た
町
民
要
求
実
現
の
た
め
に
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
多
く
の
成
果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
２
人
の
議
員
団
実
現
へ
お
力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日本共産党 くらしの相談室

▼
小
児
医
療
費
助
成

小
学
１
年
生
ま
で
拡
大

平
成
12
年
ま
で
葉
山
町
の
小
児
医
療
費
助
成

制
度
は
１
歳
児
ま
で
が
対
象
で
し
た
。
共
産
党

は
対
象
児
の
拡
大
と
所
得
制
限
の
撤
廃
を
求
め
、

13
年
度
に
２
歳
児
ま
で
に
拡
大
。
14
年
度
に
は
、

３
歳
ま
で
無
料
に
す
る
条
例
を
議
員
提
案
。
残

念
な
が
ら
与
党
会
派
に
よ
っ
て
否
決
。
15
年
度

に
再
度
、
他
会
派
の
協
力
も
得
て
、
４
歳
児
ま

で
の
無
料
化
を
求
め
る
条
例
案
を
共
同
提
案
。

そ
の
結
果
、
15
年
度
に
「
就
学
時
前
ま
で
」
引

き
上
げ
ら
れ
、
16
年
度
に
「
７
歳
未
満
」
に
、

22
年
10
月
か
ら
小
学
校
1
年

ま
で
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
後
、
箱
根
町
の
よ
う
に

中
学
校
卒
業
ま
で
対
象
を
拡

大
す
る
よ
う
に
求
め
ま
す
。

▼
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
制
度
の
創
設

▼
公
立
学
校
の
ト
イ
レ
の
改
修

▼
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
助
成
を
実
現

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
、
性
交
渉
未
経
験

者
に
対
す
る
免
疫
ワ
ク
チ
ン
で
、
中
学
生
以
下

の
子
ど
も
の
時
に
接
種
す
る
こ
と
で
、
成
人
後

の
ガ
ン
予
防
に
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
、
早
急
に
町
独
自
の
対
応
を
強
く
求
め

た
結
果
、
葉
山
町
で
は
国
の
補
助
を
待
た
ず
、

12
月
補
正
で
今
年
度
の
中
学
３
年
生
を
対
象
に

全
額
補
助
を
決
め
ま
し
た
。
３
回
の
接
種
が
必

要
で
す
。
最
終
接
種
は
半
年
後
で
、
接
種
を
受

け
た
方
は
卒
業
後
も
残
り
の
１
回
分
も
補
助
さ

れ
ま
す
。

今
後
も
継
続
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
や

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
補
助
も
実
施
予
定
で
す
。

長
引
く
不
況
の
も
と
、
地
域
経
済
活
性
に
効

果
が
あ
る
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
制
度
」

は
全
国
で
１
５
０
を
超
え
る
自
治
体
が
制
度
化

し
て
い
ま
す
。

共
産
党
は
、
何
度
も
議
会
で
取
り
上
げ
、
町

長
交
渉
も
行
う
中
で
、
21
年
度
か
ら
県
下
で
初

め
て
、
地
元
業
者
に
依
頼
し
た
場
合
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
に
20
万
円
以
上
で
５
％
、
上
限
５
万

円
の
補
助
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
21
年
度

17
件
、
22
年
度
は
12
月
時
点
で
24
件
。
町
民
か

ら
は
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
補
助
の
増
額
と

対
象
工
事
の
拡
大
を
求
め
、

よ
り
効
果
の
高
い
制
度
に

し
て
い
き
ま
す
。

学
校
の
ト
イ
レ
の
３
Ｋ
と
い
わ
れ
る
、
く
さ

い
、
汚
い
、
暗
い
、
を
解
消
す
る
た
め
、
共
産

党
は
横
須
賀
市
の
学
校
の
ト
イ
レ
を
視
察
し
、

葉
山
町
で
も
学
校
ト
イ
レ
を
ド
ラ
イ
方
式
に
改

修
す
る
よ
う
に
要
求
。
上
山
口
小
の
校
舎
と
体

育
館
、
葉
山
小
の
１
階
を
除
く
校
舎
の
ト
イ
レ
、

南
郷
中
の
体
育
館
の
ト
イ
レ
が
ド
ラ
イ
式
ト
イ

レ
に
改
修
さ
れ
、
洋
式
便
器
も
導
入
さ
れ
ま
し

た
。今

後
、
す
べ
て
の

学
校
の
ト
イ
レ
を
計

画
的
に
改
修
す
る
よ

う
求
め
て
い
き
ま
す
。

●国民健康保険料の年間２万円の引き下げを

実現させます。

●小児医療費助成制度を所得制限なしで、中

学校卒業までの無料化を実現させます。

●介護保険料・利用料の減免、高齢者・障が

い者医療負担の軽減をはかります。

●中学校給食の実施。就学援助金の拡充、奨

学金制度を復活させます。

●公立学校の全教室にエアコンを設置させま

す。

●コミュニティバスの導入、ふれあいパスカー

ド購入助成など実現を求めます。

●リフォーム助成事業等の拡充をすすめ、耐

震補強工事助成制度を復活させます。

●三浦半島中央道開通に伴う交通渋滞解消の

ため、逗葉新道の無料化を推進します。

●入札で最低制限価格を導入し、公契約条

例制定を目指します。

●公共下水道事業の見直しをすすめ、事業団

任せによる無駄を是正させます。

●ごみゼロを目指し、分別・収集による資源

化・減量化を推進します。

●上山口の広大な土地(ダイワハウス工業所

有)は、国・県と協議し、公有化して保全を

はかります。

福祉･教育･暮らしの充実をすすめます

みどりと住環境の保全をすすめます

くらしを守ります
ひきつづき町民の

町民参加でまちづくりをすすめます

お気軽に何でも相談してください 近藤 昇一 875-9619 町議会議員・団長

くぼたみき 876-9093 介護福祉士・党くらしの相談員

町民の要求を 議員提案 一般質問 町長交渉


